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特
集
　
こ
ど
も
議
会
を
開
催

特
集
　
こ
ど
も
議
会
を
開
催

夢
つ
な
ぎ
人

福
祉
タ
ク
シ
ー
つ
な
ぎ
を
走
る
！

　
親
切
で
丁
寧
な
送
り
迎
え
を
。

障がいを持つ方や足が不自由な方、妊婦さんなど利用できます。
病院や施設の送り迎え、買い物、旅行にも対応致します。
写真　左：社員の門崎照征さん　右：長濱辰典さん　

　
私
が
老
人
福
祉
施
設
で
相
談
員
と
し
て
働
い
て

い
る
時
に
、「
介
護
が
必
要
な
人
の
病
院
へ
の
送

迎
で
仕
事
を
休
ま
な
い
と
い
け
な
い
の
が
ど
う
に

か
な
ら
な
い
か
。
車
イ
ス
が
載
れ
る
タ
ク
シ
ー
の

予
約
を
取
る
の
が
難
し
い
。」
な
ど
の
要
望
を
聞

き
、
自
分
が
今
ま
で
の
経
験
を
生
か
せ
る
福
祉
タ

ク
シ
ー
を
や
ろ
う
と
、
一
念
発
起
し
ま
し
た
。

　

職
員
２
人
体
制
で
、
車
イ
ス
が
乗
れ
る
タ
ク

シ
ー
や
、
横
に
な
り
な
が
ら
乗
れ
る
リ
ク
ラ
イ
ニ

ン
グ
用
の
タ
ク
シ
ー
、
合
計
２
台
の
完
全
予
約
制

で
運
行
し
て
い
ま
す
。
職
員
２
人
と
も
福
祉
施
設

で
10
年
以
上
の
実
務
経
験
が
あ
り
、
家
の
ベ
ッ
ド

ま
で
迎
え
に
行
き
、
帰
り
も
ベ
ッ
ド
ま
で
送
る
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
津
奈
木
町
で
の
認
知
度
が
低
く
、
ど

う
い
う
タ
ク
シ
ー
な
の
か
、
誰
が
利
用
で
き
る
か
、

料
金
等
を
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
福
祉

タ
ク
シ
ー
の
知
名
度
を
上
げ
、
今
ま
で
以
上
の
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
努
め
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　
高
齢
者
の
方
や
、
体
に
障
害
が
あ
る
方
な
ど
介

護
が
必
要
な
方
々
の
移
動
や
移
送
に
関
す
る
体
制

を
整
備
し
て
ほ
し
い
で
す
。
私
た
ち
も
出
来
る
事

が
あ
れ
ば
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

福
祉
タ
ク
シ
ー 

さ
ざ
な
み

長
濱 
辰
典
さ
ん
（
平
国
下
）

第
10
回

福
祉
タ
ク
シ
ー
さ
ざ
な
み
の
強
み
は
？

委
員
長
　
　
　
本
山
　
真
吾

副
委
員
長
　
　
宮
嶋
　
弘
行

委
　
　
員
　
　
澤
井
　
静
代

　
〃
　
　
　
　
新
立
　
啓
介

　
〃
　
　
　
　
大
川
　
貴
哉

議会広報編集特別委員会
　

今
年
も
あ
と
2
か
月
と
な

り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
も
全
国
的
な

緊
急
事
態
宣
言
、
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
に
よ
り
人
流

が
制
限
さ
れ
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
各
種
イ

ベ
ン
ト
ま
で
中
止
が
続
い
て

い
ま
す
。
宣
言
等
解
除
さ
れ

ま
し
た
が
以
前
の
よ
う
な
状

態
に
戻
る
に
は
ま
だ
ま
だ
時

間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

の
生
活
様
式
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
が
感
染
予

防
対
策
を
取
り
な
が
ら
家
族

団
ら
ん
、
友
人
知
人
と
楽
し

く
過
ご
せ
る
年
末
年
始
を
迎

え
た
い
も
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
新
立　
啓
介
）

ー
編
集
後
記
ー

議
会
へ
一
言
。
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９月９月
定例会の定例会の
あらましあらまし

　質疑はありませんか 議案審議議案について疑義を正す

補正
 予算

令和 3年度一般会計補正予算（第２号）
は歳入歳出に
それぞれ１億６１００万円を追加し、
総額３９億５６９０万円とするものです。

倉谷工業団地測量設計委託料の目的と計画は。
また、団地内の産業廃棄物処分に対して、
短期間での処分はできないか。

町内業者からの移転相談があり、販売面積と販
売額の積算を行い、分筆を行う。産廃処分に関
しては、財政計画に沿って行いたい。

令和３年第３回津奈木町議会定例会が、９月10日から28日までの19日間
の会期日程で開催されました。本定例会では、令和２年度決算、並びに令和
３年度補正予算、津奈木町残土処理場管理条例の制定など、28議案（追加
議案５件を含む）が提出され、全て原案どおり可決・承認されました。

また、コロナ禍における地方税財源の充実を求める意見書が議員発議され、
全会一致で決議しました。

なお、議会傍聴は、一般５名（延べ）でした。

残土処理場はどこなのか。
また、どこから持ってくるのか。管理運営は。
辻地区で推定５万㎥の処理能力があり、干拓
地内の災害土砂や旧平国小学校他の災害復旧
工事で発生する土砂を予定している。
管理運営については、事前に役場に申請をし
許可を受け搬入させ、土砂の搬入量やどの現
場から搬入されたか確認を行う。

改善センターと庁舎トイレの自動水洗化工事が
計上されているが、小中学校、保育園、幼稚園
にも同様の整備が必要ではないか。
小中学校の廊下にある水場は、掃除等に使用
するため自動水洗機では使いづらい。また、
中学校のトイレは最近交換したばかりであり、
小学校では生活指導の一面から、　水洗化は見
送っている。

元気づくり補助金の内容は。

四季彩・つなぎ百貨堂の周辺で、昨年行った
「ふれあい駅弁大会」のようなテイクアウトと
町内を歩いていただくフットパスを組み合わ
せたイベントを開催する。密を避けるため予
約制を検討する。

電気柵等設置補助金が追加された経緯は。
過去３年間の実績から当初予算を100万円計
上したが、今年は要望が多く8月末で100％の
執行率となったため、追加で100万円補正計
上する。

２年連続で夏まつりは中止となり、
今年度も補助金は減額されているが、
来年度の増額はできないか。
夏まつり補助金は、内容によって審査し交付
を行っている。
２年連続で中止だったので、大々的に行いた
いとの要望があれば検討したい。

有害鳥獣対策等は緊急を要する場合が多い。
専決処分ができないか。
検討する。

答
問

答
問

答

問

答

問

答

問

問

答

問

答

写 真 は イ メ ー ジ

昨年の「ふれあい駅弁大会」

シカ、イノシシ等被害防止に電柵設置

倉谷工業団地

辻地区残土処理場
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令和２年度の決算はどうか

単年度収支は単年度収支は

１７８万円の黒字１７８万円の黒字歳出は前年比 28.8％増
一般会計

歳入は前年比 32％増

　
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
事
業
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
積
極
的
な
財
政
の
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
に
よ
っ
て
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
生
活
の
再
建
と
、 

被
災
施
設
の
応
急
処
置
や
復
旧
に
重
点
を

置
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
財
政
状
況
は 

比
較
的
健
全
な
状
態
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
が 

、
今
後
は
扶
助
費
等
の
社
会
保
障
費
や
、
公
共
施
設
等
の

維
持
補
修
費
増
加
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
防
止
や
疲
弊
し
た
地
域
経
済
活
動
の
活
性
化
等
に
、
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
、
厳
し
い
状
況
が
続
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
近
年
の
自
然
災
害
の
猛
威
に
よ
り
一
層
の
防
災
減
災
に
対
す
る
施
策
が
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
る
が
、
常
に
最
新
の
情
報
を

収
集
共
有
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
財
政
構
造
の
堅
持
に
努
め
、
合
理
的
財
政
運
営
に
努
力
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

監 査 委 員 の 意 見

村上義廣
監査委員

竹永　正
監査委員

令和２年度の一般会計決算の概要
１．新型コロナウイルス・令和２年７月豪雨災害のため大幅の増。
２．総務費が前年比８４％増。
　　要因は一人１０万円給付（特別定額給付金）・庁舎外壁改修工事・
　　新型コロナ対応新産業創出プロジェクト負担金。
３．災害復旧費が３億９２６万円の大幅増。
４．公債費は、1,756万円（6.8％）減。

　

令
和
2
年
度
決
算
は 

、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
や
７
月
豪
雨
災
害
の

影
響
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
年
度
と
は

異
な
る
臨
機
応
変
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

一
生
懸
命
対
応
を
し
て
頂
い
た
、
役
場
職

員
の
皆
さ
ん
に
は
、
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

　

決
算
書
を
紐
解
い
て
い
く
と
、 

令
和
2
年

度
決
算
歳
入
は
42
億
８
８
３
２
万
円
（
前
年

比
32
％
の
増
）
と
な
り
、
歳
出
は

39
億
９
３
０
１
万
円
（
28 

・
８
％
増
）
と

な
っ
た
。
財
源
中
最
大
額
の
地
方
交
付
税

は
、
15
億
９
８
６
９
万
円
（
6.5
％
増
）
と

な
っ
た
。
そ
の
う
ち
災
害
復
旧
費
用
等
に
交

付
さ
れ
る
特
別
交
付
税
は
1
億
８
３
９
７
万

円
で
前
年
度
に
比
べ
５
４
０
２
万
円
（
41
・

６
％
増
）
で
あ
っ
た
。

　

本
町
議
会
で
は
予
算
・
決
算
審
査
時
の
重

要
議
案
に
つ
い
て
は
、
所
管
す
る
常
任
委
員

会
に
付
託
し
て
採
決
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
決
算
に
か
か
わ
る
議
案
の
認
定

は
、
各
常
任
委
員
会
に
て
各
課
長
及
び
担
当

班
長
の
出
席
を
求
め
、

①
適
正
か
つ
効
率
的
に
執
行
さ
れ
た
か
。

②
事
業
の
成
果
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

③
次
期
予
算
編
成
や
行
政
執
行
に
生
か
さ
れ

る
の
か
。

の
点
を
特
に
慎
重
審
議
を
し
、
採
決
・
認
定

さ
れ
た
。

　

災
害
復
旧
関
連
の
工
事
は
３
年
後
完
了
を

め
ど
に
実
施
さ
れ
る
が
、
人
手
不
足
に
悩
む

建
設
業
者
関
連
へ
の
配
慮
が
必
要
と
な
る
と

思
わ
れ
る
。
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
防

災
、
経
済
の
活
性
化
、
雇
用
の
確
保
、
IT
社

会
へ
の
対
応
な
ど
、
災
害
復
旧
以
外
に
も
課

題
は
山
積
し
て
い
る
。
議
会
は
執
行
部
と
と

も
に
議
論
を
踏
ま
え
、
町
民
の
負
託
に

「
チ
ー
ム
津
奈
木
」
で
応
え
た
い
。

議
会
は
決
算
を
こ
う
読
む

健全と認定財政収支は

投資的経
費

義　
務
　
的
　
経
　
費

維持補修費
4,506万円（1.1％）

災害復旧事業費
3億899万円
（7.7％）

積立金･その他
3,011万円
（0.8％）

人件費
6億9,398万円

扶助費
3億7,931万円普

通
建
設
事
業
費 

4億9
,284

万円

公
債
費

2億
3,917万

円

物件費
5億63万円

補助費等
10億4,156万円

借入金の返済
（6.0％）

投資的経費
社会資本の整備に
要する経費（12.3％）

義務的経費
支出が義務付けら
れた経費（43.8％）

町職員の　
給与共済費
（17.4％）

被扶助者に支給　
される福祉の経費
（9.5％）

消費的な支出･賃金･
旅費･公債費等（12.5％）

他会計へ
繰り出し
（6.6％）

一部の事務組合等への　
負担金や民間への補助金

（26.1％）

このうち基金からの繰り入れ
1億4,050万円（7.9％）

各種交付金･
地方譲与税
1億3,203万円
（3.1％）

依存財源
国･県からの収入･
借入金などの財源

借入金
（9.5％）

県からの補助金
（7.6％）

国からの補助金
（23.1％）

国からの普通交付税（37.3％）

地方交付税
15億9,869万円国庫支出金

9億9,029万円
県支出金3億2,654万円

町債
4億563万円

一般
会計

42億8,832万円
39億9,301万円

歳 入

依存
財源（

80.6％）

自
主
財
源（
19.4
％
）

分担金･負担金･
使用料･手数料　
6,731万円
（1.6％）

自主財源
町で集めた財源
8億8,528万円

町民税・固定
資産税などの
税金（9.9％）町税

4億2,245万円

財産
収入
･その

他

3億4
,538

万円

歳 出繰出金
2億6,136万円

決算の内訳
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教
育
住
民
常
任
委
員
会

委
員
会
予
算
な
ど
審
議

主
　
な
　
質
　
疑

問
ご
み
箱
設
置
負
担
金
で
４

万
円
の
歳
入
が
あ
る
が
内

訳
は
。答要

望
が
あ
っ
た
竹
中
、
染

竹
地
区
に
設
置
し
、
負
担

金
を
２
万
円
ず
つ
徴
収
し
た
。
そ

の
他
、
日
当
地
区
に
も
設
置
し
た

が
、
災
害
被
害
の
た
め
負
担
金
は

徴
収
し
て
い
な
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
率
が
、
低
い
そ
う
だ

が
原
因
は
何
か
。
ま
た
普
及
す
る

と
町
の
メ
リ
ッ
ト
は
ど
う
か
。

答
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
お
か

げ
で
交
付
率
は
上
が
っ
た

が
、
今
後
、
国
の
施
策

で
保
険
証
や
運
転
免
許

証
と
一
体
化
す
る
と
交

付
率
が
上
が
る
可
能
性

が
あ
る
。
メ
リ
ッ
ト
は

コ
ン
ビ
ニ
交
付
等
が
整

備
さ
れ
る
と
、
窓
口
業

務
が
減
る
か
と
思
わ
れ

る
。問

地
域
見
守
り
活

動
推
進
事
業
の

座
談
会
実
施
地
区
は
。

答
竹
中
、
染
竹
、

中
尾
、
内
野
、

桜
戸
、
日
添
、
上
下
門
、

丸
岡
で
行
っ
て
い
る
。
そ
の
他
に

い
き
い
き
サ
ロ
ン
等
を
行
う
地
区

も
あ
る
。

問
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
現
会
員
数
は
。
仕
事
が

回
っ
て
こ
な
い
と
聞
く
が
。

答
会
員
数
は
30
人
か
ら
25
人

に
減
少
し
て
い
る
。
仕
事

が
農
繁
期
に
集
中
す
る
な
ど
、
割

り
振
り
が
難
し
い
と
聞
い
て
い

る
。
出
来
る
だ
け
町
内
の
仕
事

は
、
町
内
の
会
員
に
回
る
よ
う
セ

ン
タ
ー
に
要
望
し
て
お
く
。

問
津
奈
木
保
育
園
の
民
営
化

の
状
況
は
。
認
定
こ
ど
も

園
の
検
討
は
お
こ
な
っ
た
の
か
。

ま
た
中
廊
下
の
風
雨
対
策
工
事
は

実
施
し
な
い
の
か
。

答
民
営
化
に
つ
い
て
は
、
民

営
化
検
討
委
員
会
の
答
申

を
受
け
、
進
め
て
い
く
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
認
定
こ
ど
も
園
に

つ
い
て
は
今
後
協
議
を
し
た
い
。

大
き
な
工
事
に
つ
い
て
は
、
民
営

化
の
時
期
に
絡
ん
で
見
送
っ
て
い

る
。問

幼
稚
園
園
児
か
今
後
８
人

以
下
に
な
っ
た
場
合
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
現
在
幼
稚
園
は
、
園
長
１

人
、
職
員
１
人
、
会
計
年

度
任
用
職
員
３
人
の
計
５
人
で
運

営
し
て
い
る
。
今
後
、
園
児
の
増

加
は
見
込
め
な
い
た
め
、
今
後
の

課
題
と
し
て
、
検
討
し
て
い
く
。

問
児
童
公
園
内
の
衛
生
環

境
改
善
す
べ
き
で
は
な
い

か
。答

大
規
模
的
に
改
修
の
予
定

だ
が
、
ト
イ
レ
の
改
修
と

水
飲
み
場
に
つ
い
て
も
検
討
す

る
。問

人
間
ド
ッ
ク
の
申
し
込
み

人
数
は
増
加
し
て
い
る
の

か
。答

令
和
２
年
度
よ
り
20
歳
か

ら
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
増
加
傾
向
で
あ
る
。

議案を所管する委員会に付託します 常任委員会による決算審議
総
務
振
興
常
任
委
員
会

委
員
会
予
算
な
ど
審
議

主
　
な
　
質
　
疑

問
町
営
住
宅
の
滞
納
金
徴
収

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
の
か
。

答
滞
納
者
に
聞
き
取
り
を
行

い
、
支
払
い
計
画
を
立
て

徴
収
に
努
め
て
い
る
。

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

動
効
果
は
。

答
高
木
隊
員
は
、
美
術
館
の

取
組
等
ア
ー
カ
イ
ブ
作
業

を
行
い
、
今
年
開
設
し
た
美
術

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
生
か
さ
れ

た
。
小
野
隊
員
は
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
マ
ル
シ
ェ
実
行
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な

ど
、
つ
な
ぎ
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
事
業
の
Ｐ

Ｒ
や
地
域
産
品
の
販
売
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
曾
地
隊
員
は
、
町
の

各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
動
画
撮
影

を
行
い
、
町
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

で
発
信
す
る
な
ど
情
報
発
信
の
強

化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
大
平
隊

員
は
、
作
家
と
の
調
整
業
務
を
担

い
、
美
術
館
開
館
20
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
の
運
営
に
大
き
く
寄
与
し

て
い
る
。

問
送
料
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
つ
い
て
、
つ
な
ぎ
百
貨

堂
以
外
に
民
間
事
業
者
を
対
象
に

公
募
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の

よ
う
な
方
法
を
と
っ
た
の
か
。

答
公
募
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
と
商
工
会
を
通

じ
て
各
事
業
者
へ
周
知
し
、
３
事

業
者
へ
支
援
を
行
っ
た
。

問
達
仏
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
頻

度
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
達
仏
作
品
は
今
後
も

保
存
し
て
い
く
の
か
。

答
西
野
達
氏
の
公
共
作
品

で
、
日
本
で
の
常
設
展
示

は
こ
こ
だ
け
で
あ
り
、
作
者
の
意

向
も
踏
ま
え
、
毎
年
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
行
い
、
末
永
く
保
存
管
理
し

て
い
く
。

問
合
併
処

理
浄
化

槽
の
設
置
要
望

及
び
普
及
率
は

ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。今
後
、

補
助
金
が
減
額

さ
れ
た
場
合
、

町
で
負
担
す
る

こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。

答
設
置
要

望
は
新

設
が
大
半
で
普

及
率
は
２
年
度

末
で
77
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

補
助
金
は
３
年
度
か
ら
県
補
助
が

無
く
な
り
、
新
設
に
対
す
る
補
助

が
５
人
槽
で
50
万
円
か
ら
39
万

円
、
７
人
槽
で
70
万
円
か
ら
56
万

２
千
円
、
10
人
槽
で
１
０
０
万
円

か
ら
81
万
８
千
円
に
な
る
の
で
、

今
後
検
討
す
る
。

問
漁
船
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
事

業
補
助
金
に
つ
い
て
、
希

望
者
が
多
い
の
で
件
数
を
増
や
す

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

答
利
用
者
を
把
握
し
て
で
き

る
限
り
予
算
確
保
に
努
め
る
。

問
避
難
所
用
間
仕
切
り
を
購

入
し
て
い
る
が
、
家
族
単

位
で
の
テ
ン
ト
の
数
を
増
や
し
た

方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

答
今
後
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
の
た
め
テ
ン
ト
購
入
を

考
え
て
い
る
。
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高齢化対策の取り組みは。

問 人にやさしいユニバーサルデザインを取り入れ、施設を増や
すことで、より多くの方々が生活しやすい環境をつくれると

思います。どのような取り組みがありますか。
ほけん福祉課長：地域包括支援センターによる各種事業や、
高齢者宅のバリアフリー化等の改修支援等を行っています。

建設課長：町の施設でも、バリアフリー化の取組を実施、今後はユ
ニバーサルデザインに基づき誰でもが利用しやすい施設計画・改修
を考えていきます。

特集　こども議会 中学生による一般質問中学生による一般質問
　

生
徒
達
か
ら
率
直
な
質
問
が

さ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
20
日
、
町
議
会
議
場
に
て
、
津

奈
木
中
学
校
３
年
生
が
「
議
員
」
と
し

て
班
ご
と
に
、
質
問
事
項
を
定
め
、
質

問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
ど
も
議
会
は
、
議
会
改
革
の
一
環

で
も
あ
り
、
議
会
と
し
て
も
、
前
向
き

に
受
け
入
れ
、
町
か
ら
も
山
田
町
長
始

め
、
各
課
長
の
出
席
に
よ
り
「
こ
ど
も

議
員
」
が
登
壇
し
ま
し
た
。

こ
ど
も
議
会
を
開
催

　
将
来
の
津
奈
木
町
を
担
う
、
中
学

校
３
年
生
35
人
に
よ
る
「
こ
ど
も
議

会
」
は
、
町
長
の
「
皆
さ
ん
か
ら
の

質
問
に
は
、
今
後
の
津
奈
木
町
の
運

営
に
取
り
入
れ
る
よ
う
検
討
し
た

い
」
と
の
言
葉
で
閉
会
し
ま
し
た
。　

中
学
生
と
思
え
な
い
内
容
の
濃
い
質

問
と
堂
々
と
し
た
態
度
に
は
、
我
わ

れ
議
員
も
勉
強
に
な
り
、
感
心
さ
せ

ら
れ
る
議
会
内
容
で
し
た
。

　

議
員
を
体
験
し
た
子
ど
も
た
ち

が
、
数
年
後
、
津
奈
木
町
で
活
躍
す

る
こ
と
を
議
員
一
同
祈
り
ま
す
。

議
会
か
ら
見
た

こ
ど
も
議
会

２班　野田恭生君（岩﨑桜太郎君）

コロナ禍の中マスク着用と密にならぬようにして議会は開催

町のゆるキャラが必要では。
くまモンの経済効果は1244億円です。隣の水俣市にもゆ
るキャラはいます。津奈木に興味を持ち、移住する方々

も増え、人口の増加につながると思いますが、どうですか？
政策企画課長：ゆるキャラはピークも過ぎ、経済波及効果
もはっきりと計れず、くまモンのような魅力的なキャラが

できる確証もないため、これからの事業参入は大変難しいと思わ
れます。町のＰＲは時代にあった効果的な手段で進めていきます。

町の人口増化への取り組みは。
町の課題として、人口減少がありますが、これまでの取
組が、津奈木町の人口増加につながっているという実感

はありません。町の人口を増やすために、どのような取り組み
をされていますか。また、そのための税金の使い道の現状を教
えて下さい。

答 町長：町では「住みたくなるまちづくり」実現のため、
少子高齢化・人口減少対策、農林水産業の振興、地元企

業育成・雇用確保、観光の振興を主軸に人口減少抑制策に重点
的に取り組み、必要な事業へ予算を配分しています。

教育環境の充実を。

問 津奈木町に図書館以外の勉強できる場所をつくってほしい。ま
た、学習用タブレットを家で使えるよう、町全体に無料Wi-Fi

を整備することはできませんか。
町長：町全体に無料Wi-Fi環境を整備するには膨大な数のス
ポット整備と経費がかかるので、地区の公民館にWi-Fi環境を

整備し、少人数で学習するなどの方法があると思います。
教育長：皆さんの熱意と意欲があれば、公民館の使用を区長さんにお
願いしてみてはどうでしょうか。

津奈木町の自然を守るために。
駅や公園のトイレの汚れ、歩道のゴミなど目にします。環境を
守るためどのような対策をしていますか。また、特に干拓桜並

木横の河川にたまった中洲のゴミは、どうにかできないでしょうか。

答 住民課長：町主体の美化作業や各種団体等のボランティア作業
でごみ等の回収を行っており、今後もボランティア清掃の促進

を図っていきたい。
建設課長：昨年の７月豪雨により津奈木川から流れ込んだ土砂を熊本
県が撤去しましたが、まだ河口に残っていますので、一緒に撤去する
計画です。

町の外灯設置は可能ですか。

問 町の中には、壊れた外灯や点かない場所があります。危ない
と感じたり、怖い思いをすることがありますが、修理や設置

をすることは可能でしょうか。

答 総務課長：町には、役場が管理する防犯灯と、地区が管理す
る防犯灯があります。修理については、お知らせ頂けば役場

とそれぞれの地区で早急に対応します。設置については、通学路な
どの危険な場所を中心に取り組んでいきます。

５班　山下香澄君（末松ほのか君）　

３班　山本弥京君（長濵優仁君）

６班　三ツ石咲月君（金澤学志君）

４班　石田朔太郎君（深水瞳人君）

１班　齋藤広平君（伊藤光健君）

問

問 問

答答

答

　議長を務めた雜賀永照君と山本さゆり君
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町民体育祭が地域の活力に

問町民体育祭はコロナと天候不順により、中止
されているが、今後の取り組みは。

答教育課長：町民体育祭を決行するか中止する
かについては、体育協会の理事会、評議委員

会、大会関係者で判断したい。決行するにしても、
コロナ対策を十分に行い、町民の安全安心を第一に
考える大会としたい。また、各大会後、体育部長と
の反省会で協議された内容を参考にして、今後の大
会の在り方については検討する。

問新たな種目と現段階での日程等の見直しは出
来ないのか。

答教育課長：これまでの４種目で来年度は計画
したい。しかしこれまでの大会で不参加の地

区もある。町民体育祭の目的である地域コミュニ
ティの維持、強化につなげられるようしっかり見定
めて検討したい。

活躍できる環境整備を

問中学校の働き方改革で部活動が社会体育クラ
ブへの移行予定だが、今後の予定と対応は。

答教育長：文科省が全国展開として、令和５年
から休日の部活動を地域移行へのスケジュー

ル等を示しており、全体として進んで行くと思う。
今後の課題として、生徒数の減少により、部活動種
目も限られつつある。地域スポーツの見直しと、新
たな社会教育クラブの在り方が求められる。

問80年代をピークに子どもの体力低下が続い
ているが、今後の取り組みについて。

答教育長：運動する子どもとそうでない子ども
の二極化がみられ、全体的に体力低下につな

がっている。本年度２月実施の「運動・スポーツに
ついてのアンケート」を生かして、楽しく参加しや

すい運動の環境づくりを検討したい。

早期自粛解放に向けて

問ワクチン接種率について。

答ほけん福祉課長：９月10日時点で65歳以
上の対象者1890人に対して、１回目接種

済みが1772人で93.8％、２回目接種が1750人で
92.6％となっている。12歳以上に関しては、4116
人に対して、１回目接種済みが3460人で84.1％、
２回目接種が3100人で75.3％となっている。

問12歳以上の接種対象者には、小学６年生（12
歳）から中学生も含まれるが、対象になって

いるが、教育委員会からの推奨等は行っていないの
か。

答教育課長：ワクチン接種については、あくま
でも任意のため保護者での判断となる。重要

性は、しっかりと感じているので協力していくつも
りである。感染者が確認された場合の対応としては、
部活動を含めた学校業務を全てストップさせ、保健
所との連携による全容の解明、スクールバス、教室
等の消毒作業、必要であるならば休校の準備を熊本
県芦北教育事務所と協議しながらやって行く。

問未接種者に対する推奨とワクチン確保の状況
は。

答ほけん福祉課長：接種に関しては本人の判断
によるもので、蔓延予防の観点から、正しい

情報を伝えることで、接種への理解をお願いするも
のである。集団接種についても、日曜日に接種が出
来るように実施する予定である。ワクチンの確保状
況は、現時点で、水俣市、津奈木町管内分として、
約1000人分を確保し、９月下旬に新たに1170人分
が配送の予定である。

津奈木のここが聞きたい 一般質問議員主導による政策議論

町民の元気は
スポーツから

宮嶋　弘行　議員

生活に密着した生活に密着した
里道・水路の維持管理は里道・水路の維持管理は

新立　啓介　議員

維持管理は地区頼み

問里道・水路の所有者は誰になっているのか。

答建設課長：里道・水路の法定外公共物は、平
成12年３月まで国の財産であった。同年４

月の法律改正により平成16年度までに町へ譲渡さ
れ、現在は町所有になっている。

問現在、里道・水路の維持管理は、町からの材
料支給により受益者にお願いしているが、高

齢化が進み、共同作業も困難になっている。所有者
も町に代わっているので町での対応はできないの
か。

答建設課長：今後も維持管理上の補修や修繕は
従来どおり受益者でお願いしたい。

問豪雨等により被災した場合は誰が復旧するの
か。担当者も国から譲渡後も管理者としての

認識が無いように感じている。現に一部被災し危険
を感じている住民もいるが不安解消のため、予防復
旧工事はできないのか。

答建設課長：生活に密着した公共性のある里
道・水路等で機能維持のための復旧は、協議

させていただきたい。予防工事については、単独費
での実施は厳しい。

施策の実行に期待

問山田町政２期目の基本施策４項目のうち「健
康長寿のまちづくり」「耕作放棄地の対策」「農

工商連携による商品開発、商社などによる販売促進
の支援」「宿泊施設実証事業」の具体的取り組みと
期待される効果は。

答町長：一つ目は、地域包括支援センターの体
制強化、相談の充実や独り暮らし高齢者の見

守り体制充実、医療と介護のニーズ増に伴い、在宅
医療と在宅介護の提供体制の構築などを推進する。
介護予防活動と特定検診の充実で要介護状態への防
止や健康維持が図られる。
　二つ目は、町単独の耕作放棄地解消発生防止基盤
整備事業の実施、耕作放棄地を活用した小中学生と
の連携による農業体験学習、中山間直接支払制度事
業等による営農の継続や耕作放棄地の発生防止に成
果を上げているが引き続き耕作放棄地解消に取り組
んでいく。
　三つめは、国の地方創生推進交付金を活用して、
地域商社の設立による地域の販売力強化プロジェク
トに取り組み、町内事業者が行う商品開発、販売促
進を支援する。効果として、ふるさと納税の返礼品
等新たな魅力ある商品を生み出し、地域内での経済
循環を促進しながら、持続可能な地場企業の創出・
育成や雇用確保につなげる。
　四つ目は、四季彩周辺のエリアにトレーラーハウ
スやキャンプ設備を設置し、ＲＶパークでは、キャ
ンピングカーによる車泊など、多様な宿泊実証実験
を行う。効果としては、実証実験による多様な旅行
ニーズを把握し、宿泊施設の課題や可能性を探り、
現実的な計画とする。
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本山　真吾　議員

農業機械の共同利用で、
耕作放棄地解消を

最新の津奈木町農業の現状はどうか

問昨年集計された、農業センサス調査の結果は。

答農林水産課長：農業を取り巻く情勢は厳しい
ものと認識している。

津奈木町の農業の現状

熱帯果樹アボカド栽培の現状はどうか

問アボカド栽培の取り組み状況は。県指定作物
でないが、今後防寒を兼ねた施設等の補助は

行うのか。

答農林水産課長：現在生産者12人で栽培を開
始し、セミナーの開催、苗木の配布を行って

いる。まずは栽培技術の確立を行い、見通しが立っ
たのちハウス助成を検討したい。

答町長：アボカドの奨励はこれからも応援して
いく。

スイートスプリングの現状はどうか

問スイートスプリング栽培展開は今後どうする
のか。

答農林水産課長：平成17年に部会が設立され
た。当初は18人であったが現在13人で生産

している。生産量は平成30年が36トン、令和２年
が27.8トンで生産者・生産量とも減少傾向となっ
ている。今後は、担い手確保と基盤整備の推進等に
より生産量の確保や販売促進等に支援を行っていく
予定である。

答町長：町の特産品として今後もできる限り支
援をしていきたい。

農業機械の貸出しを進めたらどうか

問耕作放棄地が毎年増えているが、要因に草刈
りや剪定枝等の処理などの重労働が負担と

なっている。解決する高性能機械は多数存在するが、
いずれも高額である。自己所有の機械更新時や、購
入断念をきっかけに離農が進む要因になっている。
他の行政・農業委員会・JAなどでは、ハンマーナ
イフモアやウッドチッパーなどの高性能機械をレン
タルすることで、農作業の効率化や労力軽減の解決
に取り組んでいる事例も多数見受けられる。農業者
の所得向上と耕作放棄地解消など農業支援政策とし
て農業機械共同利用への補助政策はできないもの
か。

答町長：今後、検討が必要だと思う

津奈木のここが聞きたい 一般質問議員主導による政策議論

町道男島線町道男島線
通学道路に通学道路に歩道設置を歩道設置を

柳迫　好則　議員

通学道路の安全対策

問あんさんく前から役場前までの区間は通学道
路となっているが、交通量も多く通学に影響

がある。この区間に、歩道の設置はできないか。

答建設課長：８月30日に学校関係者と国・県・
町の道路管理者、警察の担当者が集まり、津

奈木町通学路交通安全推進会議が開催された。
　結果、津奈木駐在所の前の横断歩道を渡り、グラ
ウンド前の歩道を歩き、役場庁舎の西側の横断歩道
を渡り、役場裏のさくら団地内の歩道を通学する
ルートで、学校側が保護者と協議を行うことになっ
た。
　協議の結果を受けて、役場までの歩道整備につい
て検討をしたい。

問歩道が無理ならば、ガードレールやガード
ポール等を早めに設置して、安全対策をとれ

ないのか。

答建設課長：車道の外側線の横にもう一つ色つ
きラインを引くことで、車道と歩道を区別す

ることは交通安全施設の工事費の一環で対策はでき
ると思うが、検討させていただきたい。

堆積土砂の撤去は

問令和２年７月豪雨災害における復旧として、
津奈木川河口付近の堆積土砂の撤去が行われ

たが、災害以前の土砂はそのままである。今回は、
どのような内容で工事をされたのか。

答建設課長：土砂が流れ込んで、流れを阻害す
るための対策として、堆積土砂を浚渫し管外

に搬出する目的で県が実施した。今回は、河口から
あけぼの橋に向かって約7000立米の浚渫工事を実
施している。

問元々の土砂は、搬出先がないため現在の場所
に積んでいると説明を受けている。今回撤去

できなかった理由は。また、一回で無理ならば、何
年かの計画を立てて排出できないのか。

答建設課長：県に確認をしたら、管内の河川掘
削工事の量が増えたことと、土捨て場までの

運搬距離が長くなり予算不足が生じた。　　
　現在、管内でも実施できていない箇所もあり、今
後の施工が厳しい状況であるが、引き続き予算要求
を行っていくと回答を受けているので、町も強く要
望していきたい。

答町長：洪水に関して被害を受ける可能性があ
るので、残りの箇所も陳情していきたい。

安全対策が必要と思われる通学路 土砂撤去を望む津奈木川河口

【７月９日古中尾地区で行われた農業機械実演会のようす】
①～③（参考価格※中間価格帯機種）

【ウッドチッパー】
（９４万円）

①乗用水田除草機
（４２３万円）

②ハンマーナイフモアー
（５３万円）

③乗用モアー
（９９万円）
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議会のうごき
【９月】
　　　　　３日	 議会運営委員会
１０日～２８日	 第３回議会定例会
　　　　２８日	 議会全員協議会、議会広報編集特別委員会

【１０月】
　　　　　１日	 水俣芦北広域行政事務組合議会定例会
　　　　　６日	 県議長会議員研修会
７日、１３日、２２日
	 	 	 議会広報編集特別委員会
　　　　１３日	 議会改革特別委員会
　　　　２０日	 教育住民常任委員会
　　　　２１日	 総務振興常任委員会

【１１月予定】
　　　　　５日	 県議長会広報研修会
　　　　１２日	 熊本県後期高齢者医療広域連合定例会及び全員協議会
　　　　　中旬	 総務振興常任委員会、教育住民常任委員会
　　　　　中旬	 議会改革特別委員会

【１２月予定】
　　　　　上旬	 議会運営委員会
　　　　　中旬	 第４回議会定例会

一歩
進
ん
だ
議
会
改
革

タ
ブ
レ
ッ
ト
研
修
を
開
催

「
伝
わ
る
議
会
だ
よ
り
」
を
め
ざ
し

研
修
会
を
開
催

　
議
会
改
革
委
員
会
で
は
、
去
る
７

月
28
日
に
、
昨
年
よ
り
検
討
課
題
の

ひ
と
つ
と
し
て
協
議
し
て
い
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
研
修
を
、
全
議
員
と
執
行
部

を
含
め
熱
心
な
リ
モ
ー
ト
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
今
後
の
議
会
運
営
の
中

で
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
」
と
「
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
」
に
よ
る
、
業
務
の
効
率
化

を
目
的
と
し
て
行
っ
た
。
ま
た
、
災

害
時
の
対
応
と
コ
ロ
ナ
過
で
の
会
議

等
に
も
活
用
出
来
る
よ
う
に
、
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
研
修
で
も
あ
り
ま

し
た
。

議会改革特別委員会

議会広報編集特別委員会
　
８
月
５
日
、
役
場
３
階
会
議
室
に

て
、
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
で

は
、
議
会
だ
よ
り
の
編
集
技
術
の
向

上
を
目
的
に
、
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
、
年
４
回
発
行

の
議
会
だ
よ
り
を
通
じ
、
議
会
で
の

出
来
事
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
編
集
は
議
員
に
よ
る
委
員
会
に
て

行
っ
て
い
ま
す
が
、
専
門
的
な
知
識

に
乏
し
く
、
毎
回
苦
労
を
し
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
の
研
修
会
は
、
昨

年
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
を
果

政策企画課　田北明寛主事

た
し
た
政
策
企
画
課
、
田
北
明
寛
（
た

き
た
あ
き
ひ
ろ
）主
事
を
講
師
に
招
き
、

「
伝
え
る
」
か
ら
「
伝
わ
る
」
紙
面
づ

く
り
を
テ
ー
マ
に
、
議
会
だ
よ
り
の
編

集
ス
キ
ル
向
上
を
目
的
と
し
て
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
形
式
に
て
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
内
容
は

① 

そ
も
そ
も
広
報
と
は

② 

行
政
広
報
の
課
題

③
一
目
で
分
か
る
「
見
せ
方
」
の
コ
ツ

④ 

誰
も
が
読
み
や
す
い
「
書
き
方
」

⑤ 

明
日
か
ら
で
き
る
広
報
改
革

で
行
な
わ
れ
、
過
去
の
広
報
誌
に
つ
い

て
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
今
後
の
紙

面
づ
く
り
に
大
い
に
役
立
つ
内
容
で
し

た
。

　

身
近
な
職
員
の
仕
事
へ
の
熱
意
に
、

編
集
委
員
の
「
や
る
気
」
も
高
ま
っ
た

充
実
し
た
研
修
会
で
し
た
。

　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
を
通
じ
、

全
国
の
地
方
議
会
で
は
、
密
を
避
け

る
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
機
器
を
利
用
し
て
、
会
議
・
研

修
な
ど
の
開
催
す
る
動
き
が
活
発
化

し
て
い
ま
す
。
本
町
議
会
に
お
い
て

も
今
回
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
研
修
を
は
じ

め
、
県
議
長
会
議
員
研
修
会
・
県
議

長
会
広
報
研
修
会
な
ど
リ
モ
ー
ト
研

修
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
社

会
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
急
激
に
進
む

中
、
災
害
時
や
今
回
の
感
染
症
蔓
延

時
中
の
本
議
会
の
開
催
も
視
野
に
、

検
討
す
る
時
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。

時
代
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
議

会
は
、
使
命
を
果
た
せ
る
よ
う
自
己

改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

議
会
研
修
な
ど

リ
モ
ー
ト
化
進
む

UD
フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
ま
し
た

　

今
回
か
ら
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
UD
フ
ォ
ン

ト
を
採
用
し
ま
し
た
。

　

「
高
齢
者
や
視
覚
の
狭
い
方
に
も
や
さ
し
い
デ
ザ
イ

ン
の
字
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

広
報
研
修
会
で
の
、
講
師
か
ら
の
提
案
で
、
さ
っ
そ

く
採
用
し
ま
し
た
。

　
「
内
閣
総
理
大
臣 

岸
田
文
雄
君
」
国
会
で
は
議
長
が 

君
を
つ
け
て
呼
ん
で
い
ま
す
。

一
般
的
に
は
男
の
子
の
名
前
を
呼
ぶ
と
き
、「
○
○
君
」

と
呼
ぶ
こ
と
が
普
通
で
す
が
、 

議
会
で
は
、
す
べ
て
の

名
前
に
君
を
つ
け
て
呼
ぶ
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

ル
ー
ツ
は
、
江
戸
時
代
末
期
活
躍
を
し
た
吉
田
松
陰

が
考
え
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
松
陰
は

身
分
の
違
い
に
よ
り
対
等
な
議
論
が
行
え
な
い
と
考

え
、
ど
ん
な
身
分
の
者
に
も
共
通

し
て
敬
う
人
物
と
し
て
「
君
主
」

「
主
君
」
か
ら 

君
（
く
ん
）
を
つ

け
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

ち
ょ
っ
と
た
め
に
な
る

デ
ジ
タ
ル
文
字
は
美
し
く
進
化
す
る

デ
ジ
タ
ル
文
字
は
美
し
く
進
化
す
る

デ
ジ
タ
ル
文
字
は
美
し
く
進
化
す
る

吉 田 松 陰

UDフォント”

“議議
会会
のの
話話
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